
「ＴＡＰ ＰＲＯＪＥＣＴ ～きれいな水を、世界の子どもに。」
2010年 プロジェクト参加のご案内

世界では、5人に1人の子どもが、汚れた水しか飲むことができない環境で育っ
ています。
また、汚れた水と衛生環境が原因となって、下痢から脱水症状に陥り毎日3800
人もの子どもが命をおとしています。日本では、蛇口をひねれば、当たり前のよ
うに清潔で安全な水が出てきます。わたしたちが毎日飲んでいるコップ1杯の水
で、世界の子どもたちを1人でも多く守れたらという思いで、TAP PROJECTは始
まりました。
注釈： tapは英語で「蛇口」を、tap water は「水道水」を意味します。

TAP PROJECTとは、世界中の人々が「清潔で安全な水」を使えるよう、ユニセフ
の活動を支援するプロジェクトです。
国連の定めた「世界水の日」である3月22日を含む期間中、プロジェクトの趣旨
に賛同いただいたレストランやカフェなどのご協力のもとで、無料でサーブされ
た水に対して、来店されたお客様に寄付をお願いする活動を実施します。

2007年にニューヨークで始まり、2008年は全米４６に拡大。さらにその輪は、カナ
ダ、ニュージーランド、フィンランド、そして東京（TAP TOKYOとして2009年3月20
日～22日で開催）にまで広がりました。

2009年には全世界で約1億円の募金が寄せられ、ハイチ、トーゴ、中央アフリカ、
リベリア、ラオス、マダガスカルの水と衛生プロジェクトに活用されています。
日本で2009年に実施された「ＴＡＰ ＴＯＫＹＯ」および「ＴＡＰ ＹＯＫＯＨＡＭＡ」と
オンライン募金等で寄せられた金額は１３，０５９，２１０円。マダガスカル南東部
の小学校１６校において、手押しポンプ式の井戸１４基（１３校）、トイレ６４基（１４
校）が設置され、生徒数５，７０６人、教師１４４人の方への支援へとつながりまし
た。また、衛生習慣の普及活動なども同時に推進されました。

2009年「TAP TOKYO」に参加いただいたレストラン・シェフの声 （抜粋）

「お店とお客様が一緒に参加しあうことはとても良いと思いました。」

「正直予想以上のお客様の関心の高さに驚かされました。」
「スタッフが関心を持ってくれた事が成果。今後も参加して行きたい。」
「お客様の反応に不安があったが、これをきっかけに会話が生まれたのが良かった。」
「３日間で子供が助かる事はあり得ません。長期的に継続される事を希望します。」

今年今年今年今年はははは、、、、2010201020102010年年年年3333月月月月22222222日日日日（（（（月月月月）～）～）～）～28282828日日日日（（（（日日日日））））のののの期間期間期間期間、、、、
東京東京東京東京エリアエリアエリアエリアだけではなくだけではなくだけではなくだけではなく、、、、大阪大阪大阪大阪・・・・神戸神戸神戸神戸・・・・京都京都京都京都（（（（TAP KANSAITAP KANSAITAP KANSAITAP KANSAI）、）、）、）、
名古屋名古屋名古屋名古屋（（（（TAP NAGOYATAP NAGOYATAP NAGOYATAP NAGOYA））））のののの各各各各都市都市都市都市でもでもでもでも開催開催開催開催しますしますしますします。。。。

詳しくお知りになりたい方は、以下のホームページをご覧ください。
ユニセフ公式ＨＰ ： http://www.unicef.or.jp/tapproject/
TAP PROJECT 2010 HP（PC） ： http://www.tapproject.jp/index.html

TAP PROJECT 2010 HP（モバイル） ： http://www.tapproject.jp/mb/



「ＴＡＰ ＰＲＯＪＥＣＴ ～きれいな水を、世界の子どもに。」
ご参加いただくレストラン・カフェ様へのお願い

③ 期間中、「募金箱」、「リーフレット」を設置いただきます。また、 お客様に水や飲物をお出しいただく際に、

一緒に「テーブルカード」を配布いただき、一言募金へのお声がけをお願いします。

④ お客様からの募金をとりまとめていただき、４月２日までに日本ユニセフ協会宛に ご送金をお願いします。

（郵便局から無料で送金いただける専用振込み用紙を同封いたします）

※今回ご用意するツールは若干体裁や内容が異なる可能性があります。

TAP TOKYO 2009にて利用したツール類

テーブルカード

募金箱

リーフレット ポスター

このプロジェクトの告知・ＰＲ活動を行う際に、公式ウェブサイトにて

ご参加いただいたお店様の名前、住所、ＵＲＬを掲出させていただきます。

イベント終了後は、日本ユニセフ協会より結果のご報告をさせていただきます。

ご参加いただいたレストラン、カフェ様には、お客様にTAP PROJECTの趣旨を伝えていただき、

募金を預かっていただく大切な役割をお願いしています。

① 参加申込書を事務局までＦＡＸ（06-6229-5419）してください。 （（（（申込申込申込申込はははは、、、、２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年２２２２月月月月２８２８２８２８日日日日までまでまでまで））））

② ３月上旬に事務局からお届けするツール類とマニュアルをご確認いただき、 お客様にご案内ができるよう

スタッフの皆様で共有ください。 また、お店のホームページなどでもご紹介いただければ幸いです。


